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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
成分（ａ）下記一般式（１）に示すダイマー酸とダイマージオールとのオリゴマーエステ
ルの両末端のカルボキシル基をイソステアリルアルコールでエステル化した化合物
Ｒ３ＯＣＯ－Ｒ１－（－ＣＯＯ－Ｒ２－ＯＣＯ－Ｒ１－）ｎ－ＣＯＯＲ３・・・（１）
（式中、Ｒ１はダイマー酸残基を、Ｒ２はダイマージオール残基を、Ｒ３はイソステアリ
ルアルコール残基を示し、ｎは４～６の数を示す。）１～１０質量％及び成分（ｂ）フェ
ニルシリコーン１～１０質量％を配合することを特徴とするネイルトリートメント化粧料
。
【請求項２】
　前記ネイルトリートメント化粧料が水中油型であることを特徴とする請求項1記載のネ
イルトリートメント化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特定のエステル化合物であるダイマー酸とダイマージオールとのオリゴマー
エステルの両末端のカルボキシル基をイソステアリルアルコールでエステル化した化合物
を配合するネイルトリートメント化粧料に関するものであり、爪や指先の保湿感に優れ、
密着感があり、べたつき感のないネイルトリートメント化粧料であって、更にネイルトリ
ートメント後、ネイルエナメルの使用、ネイルアート、つけ爪を行いやすいネイルトリー
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トメント化粧料を提供するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より爪に関するトラブルを解消する為のネイルトリートメント剤が研究されている
。例えば、ラノリンと尿素の複合体を含有することにより、爪甲の水分保持能力を大幅に
増加させ爪甲のツヤの減退、折れ、二枚爪を防ぐ技術（例えば、特許文献１）や、ヒドロ
キシカルボン酸又はその塩類を特定量含有し、爪の硬化を減少させ、爪を柔軟にする技術
（例えば、特許文献２）、同じくα－ヒドロキシ酸又はその塩類を特定量含有し、二枚爪
及び爪の折れを防止する技術（例えば、特許文献３）などがある。また、従来のネイルト
リートメントでは特にうるおい感の付与が充分でなかった点を改善するため、オレイルア
ルコール、ＨＬＢ１４以上の非イオン性界面活性剤、油性成分、水性成分を含有する技術
（例えば、特許文献４）があげられる。
　一方、ダイマー酸と二価以上のアルコールとのオリゴマーエステルを、一価のアルコー
ル又は／及び一価のカルボン酸でエステル化したエステル、若しくは、ダイマージオール
と二価以上のカルボン酸とのオリゴマーエステルを、一価のアルコール又は／及び一価の
カルボン酸でエステル化したエステルに関する技術（例えば、特許文献５）がある。
【０００３】
【特許文献１】特開平０６－０９２８２２号公報
【特許文献２】特開平０９－１０４６０８号公報
【特許文献３】特開平１１－１９３２１７号公報
【特許文献４】特開２００４－２０３８６０号公報
【特許文献５】特開２００４－２５６５１５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら最近では、コンピュータ等のキーボードを使用する機会が増え、ネイルエ
ナメル使用者でなくても、爪や指先にかかる負担や、乾燥感が増加している。更に、ネイ
ルエナメル使用者も、ネイルアートやつけ爪など、従来に比べると、美爪料の多様化が進
み、爪や指先に与える影響が増大している。ところが、従来技術においていは、爪のトラ
ブル解消の目的ではあるものの、日常のケアや、ネイルトリートメント後、直ぐにネイル
エナメルやネイルアートをする点についてまで提案されているものではなかった。そこで
、日常の生活で頻繁に使用でき、爪のみならず、指先の保湿感に優れ、密着性があり、べ
たつき感のないネイルトリートメント化粧料の開発が望まれていた。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　かかる実情において、本発明者らは上記課題を解決すべく鋭意研究を行った結果、特定
のエステル化合物であるダイマー酸とダイマージオールとのオリゴマーエステルの両末端
のカルボキシル基をイソステアリルアルコールでエステル化した化合物を配合することに
より、爪や指先の保湿感に優れ、密着性があり、べたつき感のないネイルトリートメント
化粧料が得られることを見出し、本発明を完成するに至った。更に、本発明のネイルトリ
ートメント化粧料は、ネイルトリートメント後、ネイルエナメルの使用、ネイルアート、
つけ爪がしやすいものである。
【０００６】
　すなわち、本発明は、成分（ａ）下記化学式（１）に示すダイマー酸とダイマージオー
ルとのオリゴマーエステルの両末端のカルボキシル基をイソステアリルアルコールでエス
テル化した化合物
Ｒ３ＯＣＯ－Ｒ１－（－ＣＯＯ－Ｒ２－ＯＣＯ－Ｒ１－）ｎ－ＣＯＯＲ３　　・・・（１
）
（式中、Ｒ１はダイマー酸残基を、Ｒ２はダイマージオール残基を、Ｒ３はイソステアリ
ルアルコール残基を示し、ｎは４～６の数を示す。）
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を配合することを特徴とするネイルトリートメント化粧料に関するものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明のネイルトリートメント化粧料は、爪や指先の保湿感に優れ、密着性があり、べ
たつき感のないもので、ネイルトリートメント後であっても、ネイルエナメルの使用、ネ
イルアート、つけ爪がしやすいものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明を詳細に説明する。
　本発明のネイルトリートメント化粧料の使用部位は、爪はもちろんのこと、爪の周りの
指先部分をも含むものである。従って、以後単に「爪」と記載しても、爪とその周りの指
先部分をも含む場合もある。
【０００９】
　本発明に用いられる成分（ａ）のダイマー酸とダイマージオールとのオリゴマーエステ
ルの両末端のカルボキシル基をイソステアリルアルコールでエステル化した化合物（以下
、単に「エステル化合物」と表す場合がある）は、下記一般式（１）で表すことができる
。
Ｒ３ＯＣＯ－Ｒ１－（－ＣＯＯ－Ｒ２－ＯＣＯ－Ｒ１－）ｎ－ＣＯＯＲ３　　・・・（１
）
（式中、Ｒ１はダイマー酸残基を、Ｒ２はダイマージオール残基を、Ｒ３はイソステアリ
ルアルコール残基を示し、ｎは４～６の数を示す。）
【００１０】
　本発明に用いられる成分（ａ）のエステル化合物は、ダイマー酸とダイマージオールか
ら得られるオリゴマーエステルの両末端に存在するカルボキシル基をイソステアリルアル
コールでエステル化した化合物である。
【００１１】
　出発物質である、ダイマー酸は、不飽和脂肪酸の分子間重合反応によって得られるが、
炭素数が１１～２２の不飽和脂肪酸を２量化して得られ、炭素数３６程度の二塩基酸が主
成分である。ＣＡＳ番号で、６１７８８－８９－４が該当する。また、ダイマー化反応に
おいて、二重結合を水素化した、水素添加ダイマー酸が好ましい。市販品としては、例え
ばＰＲＩＰＯＬ１００６、同１００９、同１０１５、同１０２５等（ユニケマ社製）が挙
げられる。
　ダイマージオールは、前記ダイマー酸及び／又はその低級アルコールエステルを触媒存
在下で水素添加して、ダイマー酸のカルボン酸部分をアルコールとした炭素数３６程度の
ジオールを主成分としたものである。市販品としては、例えばＰＲＩＰＯＬ２０３３等（
ユニケマ社製）が挙げられる。
　イソステアリルアルコールは、ダイマー酸の副産物から得られた脂肪酸を還元して得ら
れるものや、ガーベット法により得られるもの、アルドール縮合法により得られるもの等
が挙げられるが、特に限定されずいずれのものを使用することもできる。市販品としては
、例えばＳｐｅｚｉｏｌ　Ｃ１８　ＩＳＯＣ（コグニス社製）等が挙げられる。
【００１２】
　成分（ａ）のエステル化合物の製造方法は特に限定されないが、例えば、ダイマー酸と
ダイマージオールをエステル化してオリゴマーエステルを得た後、更にイソステアリルア
ルコールで、カルボキシル基をエステル化することにより得ることができる。また、ダイ
マー酸とダイマージオール及びイソステアリルアルコールを一度にエステル化させること
により得ることができる。
　成分（ａ）の製造において、中間体としてオリゴマーエステルを得る場合、中間体であ
るダイマー酸とダイマージオールとのオリゴマーエステルは、それぞれの仕込み比を変え
ることにより、得られるエステルの平均エステル化度や平均分子量を調整することができ
る。その仕込み比の範囲は、ダイマー酸１モル当量に対してダイマージオールを０．４～
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０．９モル当量であることが好ましい。更に、イソステアリルアルコールでエステル化す
る場合、残存するカルボキシル基に対し０．８～１．５モルであることが好ましい。
【００１３】
　成分（ａ）のエステル化合物を得る場合の、エステル化反応の条件は特に限定されず、
通常用いられる方法で行われる。例えば、触媒としてパラトルエンスルホン酸、硫酸、塩
酸、メタンスルホン酸、三フッ化硼素ジエチルエーテル錯体等を用い、溶媒としてヘプタ
ン、ヘキサン、シクロヘキサン、トルエン、キシレン等を用いて、５０～２６０℃で行う
ことができる。あるいは無溶剤、無触媒でも１００～２６０℃でエステル化を行うことが
できる。
【００１４】
　成分（ａ）のエステル化合物は、２５℃における粘度が１０，０００～２０，０００ｍ
Ｐａ・ｓであることが好ましい。このようなエステル化合物としては、ＬＵＳＰＬＡＮ　
ＤＡ－ＤＤ－ＩＳ（日本精化社製）が挙げられる。尚、粘度は、コーンプレート型粘度計
（Ｈａａｋｅ社製ＲＯＴＯ　ｖｉｓｃｏ１）を用い、条件は、ずり速度１００（１／ｓ）
、コーン直径３５ｍｍ、角度２°で測定した。
【００１５】
　本発明のネイルトリートメント化粧料における成分（ａ）の配合量は０．５～１５質量
％（以下、単に「％」と示す。）が好ましく、更に好ましくは１～１０％である。この範
囲であると、爪や指先に対する保湿感、密着性、べたつき感の点で好ましい。
【００１６】
　本発明のネイルトリートメント化粧料に、成分（ｂ）のフェニルシリコーンを配合する
ことにより、ネイルトリートメント後の爪にツヤが付与され、べたつき感も更に低減され
る。
　本発明に用いられる成分（ｂ）のフェニルシリコーンは、ジメチルポリシロキサンのメ
チル基が一部、フェニル基に置換されたものをいう。分子量やフェニル基の数に特に限定
されず、化粧料に用いられるものであれば、いずれのものも使用することができる。例え
ばＩＮＣＩ名（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｎｏｍｅｎｃｌａｔｕｒｅ　Ｃｏｓｍｅｔ
ｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　ｌａｂｅｌｉｎｇ　ｎａｍｅｓ）でフェニルメチコン、フ
ェニルジメチコン、フェニルトリメチコン、ジフェニルジメチコン、ジフェニルシロキシ
フェニルトリメチコン、トリフェニルトリメチコン、トリメチルペンタフェニルトリシロ
キサン等が挙げられる。市販品としては、信越化学工業社製の「ＫＦ－５３」、「ＫＦ－
５４」、「ＫＦ－５６」のほか、東レ・ダウコーニング社製の「ＰＨ－１５５５」等が挙
げられる。これら成分（ｂ）のフェニルシリコーンは必要に応じて一種又は二種以上を用
いることができる。
【００１７】
　本発明のネイルトリートメント化粧料における成分（ｂ）の配合量は、０．５～１５％
が好ましく、更に好ましくは１～１０％である。この範囲であると、べたつき感の低減や
、密着性において優れたものが得られるため好ましい。
【００１８】
　本発明のネイルトリートメント化粧料には、上記成分の他、本発明の効果を損なわない
範囲で、必要に応じて、成分（ａ）、（ｂ）の油剤、水性成分、水溶性高分子、界面活性
剤、粉体、トリメチルシロキシケイ酸，アクリル－シリコーングラフト共重合体等の被膜
形成剤、タンパク質，ムコ多糖，コラーゲン，エラスチン等の保湿剤、α－トコフェロー
ル，アスコルビン酸等の酸化防止剤、ビタミン類，消炎剤，生薬等の美容成分、パラオキ
シ安息香酸エステル，フェノキシエタノール等の防腐剤、香料等を適宜配合することがで
きる。
【００１９】
　油剤は、通常化粧料に用いられる油性成分であり、通常化粧料に使用される油剤であれ
ば、特に制限されない。例えば、炭化水素油として、オゾケライト、スクワラン、流動パ
ラフィン、ワセリン、パラフィンワックス、マイクロクリスタリンワックス、ポリブテン
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、ポリイソブチレン、ポリイソブテン等、高級脂肪酸としては、ラウリン酸、ミリスチン
酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、オレイン酸、リノール酸、リノレン酸、ア
ラキドン酸、エイコサペンタエン酸（ＥＰＡ）、ドコサヘキサエン酸（ＤＨＡ）、イソス
テアリン酸、１２－ヒドロキシステアリン酸等、高級アルコールとしては、ミリスチルア
ルコール、パルミチルアルコール、セトステアリルアルコール、ステアリルアルコール、
ベヘニルアルコール等、エステル油としては、オレイン酸オレイル、オレイン酸オクチル
ドデシル、オレイン酸デシル、イソステアリン酸イソセチル、イソノナン酸イソトリデシ
ル、ステアリン酸イソセチル、パルミチン酸イソプロピル、パルミチン酸－２－エチルヘ
キシル、パルミチン酸－２－ヘキシルデシル、ミリスチン酸イソプロピル、ミリスチン酸
オクチルドデシル、ミリスチン酸ミリスチル、オクタン酸セチル、２－エチルヘキサン酸
セチル、コハク酸－２－エチルヘキシル、リンゴ酸ジイソステアリル、ジイソステアリン
酸ジグリセイル、トリイソステアリン酸ジグリセイル、モノイソステアリン酸アルキレン
グリコール、ジ－２－エチルヘキサン酸エチレングリコール、ジカプリン酸ネオペンチル
グリコール、トリ－２－エチルヘキサン酸トリメチロールプロパン、テトラ－２－エチル
ヘキサン酸ペンタエリスリトール、ジペンタエリスリトール脂肪酸エステル、ロジン酸ペ
ンタエリトリットエステル、１２－ヒドロキシステアリン酸コレステリル、Ｎ－ラウロイ
ル－Ｌ－グルタミン酸－２－オクチルドデシルエステル等、天然由来のロウ類として、ミ
ツロウ、ゲイロウ、キャンデリラロウ、カルナウバロウ、ホホバ油、シリコーン油として
は、低重合度ジメチルポリシロキサン、高重合度ジメチルポリシロキサン、デカメチルシ
クロペンタシロキサン、オクタメチルシクロテトラシロキサン、アルコキシ変性ポリシロ
キサン、架橋型オルガノポリシロキサン、フッ素変性ポリシロキサン等、フッ素系油剤と
しては、パーフルオロポリエーテル、パーフルオロデカリン、パーフルオロオクタン等が
挙げられ、これらの油剤は必要に応じて一種又は二種以上用いることができる。
【００２０】
　水性成分は、感触調整剤、保湿剤、清涼剤、防腐剤等の目的で用いられるものであり、
水、エタノール，イソプロピルアルコール等のアルコール類、プロピレングリコール，１
，３－ブチレングリコール，ジプロピレングリコール，ポリエチレングリコール等のグリ
コール類、グリセリン，ジグリセリン，ポリグリセリン等のグリセロール類等が挙げられ
、これらを一種又は二種以上用いることができる。本発明のネイルトリートメント化粧料
にこれら水性成分を含有する場合における、水性成分の全化粧料に対する配合量は、化粧
料が水中油型の場合は、４０～８０％が好ましい、また化粧料が水中油型以外である場合
は、０．１～４０％が好ましい。
【００２１】
　水溶性高分子は、粘度調整剤、感触調整剤等の目的で用いられるものであり、グアーガ
ム、スクレロチウムガム、ジェランガム、ペクチン、寒天、コンドロイチン硫酸ナトリウ
ム、ヒアルロン酸、アラビアガム、アルギン酸ナトリウム、カラギーナン、キサンタンガ
ム、ローカストビーンガム、メチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、カルボキ
シメチルセルロース、カルボキシビニルポリマー、アルキル変性カルボキシビニルポリマ
ー、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ポリアクリル酸ナトリウム等が挙げ
られ、これらを一種又は二種以上用いることができる。本発明のネイルトリートメント化
粧料にこれら水溶性高分子を含有する場合における、水溶性高分子の全化粧料に対する配
合量は、０．０１～５％が好ましい。
【００２２】
　界面活性剤は、乳化剤、湿潤剤、感触調整剤等の目的で用いられるものであり、グリセ
リン脂肪酸エステルおよびそのアルキレングリコール付加物、ポリグリセリン脂肪酸エス
テルおよびそのアルキレングリコール付加物、プロピレングリコール脂肪酸エステルおよ
びそのアルキレングリコール付加物、ソルビタン脂肪酸エステルおよびそのアルキレング
リコール付加物、ソルビトールの脂肪酸エステルおよびそのアルキレングリコール付加物
、ポリアルキレングリコール脂肪酸エステル、ポリオキシアルキレン変性シリコーン、ポ
リオキシアルキレンアルキル共変性シリコーン等の非イオン性界面活性剤類、アルキルベ
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ンゼン硫酸塩、アルキルスルホン酸塩、α－オレフィンスルホン酸塩、ジアルキルスルホ
コハク酸塩、α－スルホン化脂肪酸塩、アシルメチルタウリン塩、Ｎ－メチル－Ｎ－アル
キルタウリン塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩、ポリオキシエチレンアル
キルフェニルエーテル硫酸塩、アルキル燐酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル燐
酸塩、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル燐酸塩、Ｎ－アシルアミノ酸塩、Ｎ
－アシル－Ｎ－アルキルアミノ酸塩等の陰イオン性界面活性剤類、アルキルアミン塩、ポ
リアミンおよびアルカノイルアミン脂肪酸誘導体、アルキル四級アンモニウム塩、環式四
級アンモニウム塩等の陽イオン性界面活性剤類、レシチン、Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アル
キル－Ｎ－カルボキシメチルアンモニウムベタイン等の両性界面活性剤等が挙げられ、こ
れらを一種又は二種以上組み合わせて用いることができる。本発明のネイルトリートメン
ト化粧料にこれら界面活性剤を含有する場合における、界面活性剤の全化粧料に対する配
合量は、０．０１～１０％が好ましい。
【００２３】
　粉体は、着色や、マッサージ効果を付与することができ、通常化粧料に使用されるもの
であれば、板状、紡錘状、針状等の形状、粒子径、多孔質、無孔質等の粒子構造等により
特に限定されず、無機粉体類、光輝性粉体類、有機粉体類、色素粉体類、複合粉体類等が
挙げられる。具体的には、コンジョウ、群青、無水ケイ酸、炭酸マグネシウム、炭酸カル
シウム、水酸化アルミニウム、水酸化クロム、カーボンブラック、ケイ酸アルミニウム、
ケイ酸マグネシウム、ケイ酸アルミニウムマグネシウム、雲母、スメクタイト、ベントナ
イト、カオリン、合成雲母、合成セリサイト、セリサイト、タルク、炭化珪素、硫酸バリ
ウム、窒化硼素等の無機粉体類、オキシ塩化ビスマス、雲母チタン、酸化鉄被覆雲母、酸
化鉄被覆雲母チタン、有機顔料被覆雲母チタン、アルミニウムパウダー等の光輝性粉体類
、ステアリン酸マグネシウム、ステアリン酸亜鉛、Ｎ－アシルリジン、ポリスチレン、ナ
イロン、ポリメチルメタクリレート、ポリメチルシルセスキオキサンパウダー、オルガノ
ポリシロキサンエラストマーパウダー等の有機粉体類等が挙げられ、これらを一種又は二
種以上組み合わせて用いることができる。また、これら粉体は一種または二種以上の複合
化したものを用いても良く、フッ素化合物、シリコーン化合物、金属石ケン、ロウ、界面
活性剤、油脂、炭化水素等を用いて公知の方法により表面処理を施したものであっても良
い。本発明のネイルトリートメント化粧料にこれら粉体を含有する場合における、粉体の
全化粧料に対する配合量は、０．１～３％が好ましい。
【００２４】
　本発明のネイルトリートメント化粧料の剤型は特に限定されず、油性、水中油型、油中
水型、二層シェーキング型等が挙げられるが、保湿感や使用の便利な点では水中油型ネイ
ルトリートメント化粧料が好ましい。
【実施例】
【００２５】
　次に実施例を挙げて本発明を更に説明するが、本発明はこれによって何ら限定されるも
のではない。
【００２６】
（合成例１）
　「ダイマー酸ダイマージオールオリゴマーエステルイソステアリルアルコールエステル
化合物」
　水素添加ダイマー酸（ＰＲＩＰＯＬ１００６：ユニケマ社製）２００ｇ（０．３４８モ
ル）及びダイマージオール（ＰＲＩＰＯＬ２０３３：ユニケマ社製）１３２ｇ（０．２４
３モル）を反応器に仕込み、窒素気流中２１０～２２０℃に加熱し、生成する水を留去し
ながら５時間エステル化反応を行い、中間体であるダイマー酸ダイマージオールオリゴマ
ーエステル（ダイマー酸：ダイマージオール＝１：０．７）３２３ｇを得た。さらに、当
該オリゴマーエステル３０７ｇとイソステアリルアルコール（Ｓｐｅｚｉｏｌ　Ｃ１８　
ＩＳＯＣ：コグニス社製）５９ｇ（０．２１７モル）を反応器に仕込み、窒素気流中２１
０～２２０℃に加熱し、生成する水を留去しながら１０時間エステル化反応を行い、目的
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のエステル化合物３５１ｇを得た。得られたエステル化合物は、色相ガードナー２、酸価
５．２、ケン化価１１１、粘度１５，０００ｍＰａ・ｓ、屈折率１．４８であった。
【００２７】
　実施例１～５および比較例１～２水中油型ネイルクリーム
　表１に示す組成および下記に示す製造方法にて水中油型ネイルクリームを調製した。得
られたネイルクリームに関し、保湿感、密着性、べたつき感のなさ、とネイルトリートメ
ント後に、ネイルエナメルを塗布した際の使用性について下記の方法により評価し、その
結果をあわせて、表１に示した。
【００２８】
【表１】

【００２９】
＊１：合成例１のエステル化合物
＊２：ＫＦ－５６（信越化学工業社製）
＊３：ＣＡＲＢＯＰＯＬ　１３４２（グッドリッチケミカル社製）
（製造方法）
Ａ：成分（１）～（１１）を７０℃で加熱溶解する。
Ｂ：成分（１２）～（１６）を混合し、７０℃に加熱後、Ａを添加し、乳化する。
Ｃ：Ｂを室温まで冷却し、水中油型ネイルクリームを得た。
【００３０】
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（評価方法）
　下記評価項目について各々下記方法により評価を行った。
　各試料について専門パネル２０名による使用テストを行った。パネル各人がイ～ニの項
目について下記絶対評価基準にて７段階に評価し評点を付け、各試料のパネル全員の評点
合計から、その平均値を算出し、下記４段階判定基準により判定した。尚、ニのネイルエ
ナメルの使用性については、各試料を使用直後、下記評価用ネイルエナメルを用いて評価
した。
【００３１】
　（官能評価項目）
イ．保湿感
ロ．密着性
ハ．べたつき感のなさ
ニ．ネイルエナメルの使用性
【００３２】
（絶対評価）
（評点）：（評価）
６：非常に良い
５：良い
４：やや良い
３：普通
２：やや悪い
１：悪い
０：非常に悪い
（判定基準）
（評点平均値）　　　　　（判定）
５点を超える　　　　　　：非常に良好：◎
３点を超えて５点以下　　：良好　　　：○
２点を超えて３点以下　　：やや不良　：△
２点以下　　　　　　　　：不良　　　：×
【００３３】
（評価用ネイルエナメル）
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　（％）
１．ニトロセルロース　注１　　　　　　１０
２．フタル酸系アルキッド樹脂　　　　　　７
３．ショ糖酢酸イソ酪酸エステル　　　　　３
４．酢酸エチル　　　　　　　　　　　　３０
５．酢酸ブチル　　　　　　　　　　　　残量
６．イソプロピルアルコール　　　　　　　７
７．有機変性粘土鉱物　注２　　　　　　　１．５
８．煙霧状無水ケイ酸　注３　　　　　　　０．２
９．クエン酸アセチルトリブチル　　　　　２
１０酸化チタン　　　　　　　　　　　　　０．１
１１．赤色２０２号　　　　　　　　　　　０．０２
注１：硝化綿Ｈ１／４（旭化成工業（株）製）
注２：ベントン２７（ＥＬＥＭＥＮＴＩＳ社製）
注３：ＡＥＲＯＳＩＬ　３００（日本アエロジル社製）
（製造方法）Ａ．（１）～（９）を均一に混合し、これに成分（１０）～（１１）を添加
し均一に分散し、容器に充填して、評価用ネイルエナメルを得た。
【００３４】
　表1の結果から明らかなように、本発明の水中油型乳化ネイルクリームは、比較例に比
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べ、爪や指先の保湿感に優れ、密着性があり、べたつき感のないネイルトリートメント化
粧料であった。更に、本発明のネイルトリートメント化粧料は、ネイルトリートメント後
、ネイルエナメルの使用性も良好であった。また、ネイルアート、つけ爪もしやすいもの
であった。また、ネイルトリートメント後爪にツヤが付与された。
　一方、成分（ａ）のエステル化合物を使用しなかった比較例１は、保湿感や密着性に劣
り、ネイルエナメルも均一に塗布することが困難であった。また、一方、成分（ａ）のエ
ステル化合物の代わりにオレイルアルコールを用いた比較例２は密着性やべたつき感のな
さに劣り、ネイルエナメルも均一に塗布することが困難であった。
【００３５】
　実施例６　油性ネイルトリートメント
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
（１）トリ２－エチルヘキサン酸グリセリル　　　　　　　　　　２０
（２）イソノナン酸イソトリデシル　　　　　　　　　　　　　　残量
（３）エステル化合物　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
（４）リンゴ酸ジイソステアリル　　　　　　　　　　　　　　　１０
（５）トリイソステアリン酸グリセリル　　　　　　　　　　　　１０
（６）フェニルシリコーン　＊４　　　　　　　　　　　　　　　１０
（７）防腐剤（パラオキシ安息香酸メチル）　　　　　　　　　　適量
（８）ラズベリー抽出液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（９）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
＊４：ＰＨ－１５５５（東レ・ダウコーニング社製）
（製造方法）
　成分（１）～（８）を７０℃で加熱溶解後５０℃にて、成分（９）を添加混合し油性ネ
イルトリートメントを得た。
　実施例６は爪や指先の保湿感に優れ、密着性があり、べたつき感のない油性ネイルトリ
ートメントであった。更に、ネイルトリートメント後、ネイルエナメルの使用性も良好で
あった。
【００３６】
　実施例７　油性ネイルトリートメント
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
（１）パルミチン酸デキストリン　　　　　　　　　　　　　　　　５
（２）流動パラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０
（３）２－エチルヘキサン酸セチル　　　　　　　　　　　　　　１０
（４）トリ２－エチルヘキサン酸グリセリル　　　　　　　　　　残量
（５）エステル化合物　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
（６）メチルポリシロキサン　＊５　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（７）防腐剤（パラオキシ安息香酸エチル）　　　　　　　　　　適量
（８）オリーブ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
（９）シリル化処理無水ケイ酸　＊６　　　　　　　　　　　　　　３
（１０）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
＊５：ＫＦ－９６（２０ｃｓ）（信越化学工業社製）
＊６：ＡＥＲＯＳＩＬ　Ｒ９７２（日本アエロジル社製）
（製造方法）
Ａ：成分（１）～（５）を９０℃で加熱溶解後する。
Ｂ：（７）～（９）を成分Ａに添加、分散する。
Ｃ：Ｂを脱気後、成分（１０）を９０℃にて混合し、油性ネイルトリートメントを得た。
　実施例７は、爪や指先の保湿感に優れ、密着性があり、べたつき感のない油性ネイルト
リートメントであった。更に、ネイルトリートメント後、ネイルエナメルの使用性も良好
であった。
【００３７】
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　実施例８　油中水型ネイルトリートメント
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
（１）ポリオキシアルキレン変性オルガノポリシロキサン　＊７　　　　０．５
（２）架橋型メチルフェニルオルガノポリシロキサン　＊８　　　　　　５
（３）デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　　　　　５
（４）トリ２－エチルヘキサン酸グリセリル　　　　　　　　　　　　　３
（５）エステル化合物　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
（６）１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　５
（７）濃グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
（８）エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
（９）塩化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１０）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
（１１）防腐剤（フェノキシエタノール）　　　　　　　　　　　　　適量
（１２）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
＊７：シリコン　ＫＦ－６０１７（信越化学工業社製）
＊８：シリコン　ＫＳＧ－１８（信越化学工業社製）（（ジメチコン／フェニルジメチコ
ン）クロスポリマー１５％フェニルトリメチコン溶液））
（製造方法）
Ａ：成分（１）～（５）を５０℃で加熱溶解する。
Ｂ：成分（６）～（１２）を混合し、５０℃にてＡにＢを添加分散し水中油型ネイルトリ
ートメントを得た。
　実施例８は、爪や指先の保湿感に優れ、密着性があり、べたつき感のない油中水型ネイ
ルトリートメントであった。更に、ネイルトリートメント後、ネイルエナメルの使用性も
良好であった。
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